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『国土の資源と開発』
『国土の資源と開発」は，筆者が第19巻第2号（昭和44年6月）で紹介した「日本のエ
業と工業地帯」と同じ「図説日本国土大系」の第7巻に所収された国土開発に関する概説
害である。現在， 日本の国土開発は，昭和30年代初期以来の高度経済成長の波にのって驚
異的なテンボで進んでいるが，同時に急激な開発の陰には／無計画性にもとずく大小さま
ざまな矛盾と歪が露呈され，国土荒廃の感を強くする昨今である。本書は，このような現
実を前にして，わが国土の資源利用の実態，開発の現状と問題点，ならびに国土の災害と
防災，保全の現実の姿を分析するとともに，今後の国土開発の未来像を描いた，国土開発
の百科辞典ともいえる書物である。執筆陣には，大学および関係官庁の専門家を配し，翡
富な資料を駆使して，入門者にも容易に理解できるように平易な叙述がおこなわれてい
る。豊富な写真地図，図表がほとんど各ページに挿入されているのも本書の特徴の 1つ
で，いながらにして日本の各工業地帯を探索できるし，開発の現実の姿を統計数字で確認
することもできる。
以下目次に従って概要を紹介しよう。
1 国土の資源とその利用
I[ 日本の国土開発
皿 国土の防災と保全
w 国土開発の未来像
1 国土の資源とその利用では，まず資源の定義と分類の説明をおこなったあと，資源
不足対策としては新資源の造出，つまり新技術の開発を中心に均衡のとれた資源開発の必
要性を強調することから出発し，土地，エネルギー，鉱産物，森林，観光など，わが国の
おもな資源利用の現状と問題点，ならびに今後の開発の方向を検討している。
土地利用については，主として農業を中心に国士開発の貧弱さを指摘し，今後の対策と
しては，畑作利用の合理化，既耕地の土地改良（濯漑用水・排水の改良や客土），未開拓
地の開発（砂丘，丘陵地の開拓，海面・湖面の干拓）を強調するとともに，総合的な土地
利用計画の策定とこれにもとずく土地利用の高度化政策の必要性を説いている。
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水資源の利用については，わが国が世界でも有数の降水絋に恵まれた国であるにも拘ら
ず，降水最の地域差や年較差が大きいこと，地形的に河川の流域面積，延長ともに小規模
で勾配が急であるという自然的条件のために，河川の水資源がきわめて不安定であること
を指摘し，水資源の利用の現状と今後の対策を，農業用水，上水道，工業用水に分けて検
討している。
エネルギー資源の利用については，まず水力，石炭，石油，天然ガスなどわが国のおも
なエネルギー資源の地理的分布と開発の現状をみたあと，エネルギーの需給構造が産業構
造の変化（とくに重化学工業化）にともなって，石炭や薪炭から石油・水力に移行する過
程が詳しく考察され，次いで新エネルギーヘの展望として潮力（潮流，潮汐力，波力，海
水の温度差），風力，地熱太腸熱原子力などの将来の見通しが述べられている。
地下資源の利用については，前章でとりあげたエネルギー資源をも含めて，鉄・非鉄金
属，非金属鉱物など地下資源全体の地理的分布と生産の現状を説明し，資源開発の技術的
側面，たとえば地下資源の採取ならびに精製技術の検討をおこなっている。
森林資源の利用については，まず森林のもつ役割の多様性と国民経済に占める林業の比
重を分析したあと，わが国林業の構造的特質や林業生産と経営，林業の地域的概観，今後
の林業の課題等について検討している。主な論点を指摘すると(1)わが国は，後進国をのぞ
くと，ソ連・カナダ、・アメリカにつぐ世界第4位の森林面積をもっているにもかかわら
ず，蓄積最は少なく，林相も広葉樹の割合が高くて優れてはおらず，樹齢配置も両極肥大
で適齢樹の枯渇現象を起していること。 (2)所有関係が国有， 公有（都道府県有，市町村
有，財産区有），私有（個人有，会社有，社寺有その他）など非常に複雑であり，しかも
私有林の場合は，零細所有と大規模所有とのあいだには構造的差異が存在すること。 (3)外
材輸入の激増による木材価格の変動や林業労働力の流出などによって林業生産活動に停滞
現象が生じていること；等が詳細に検討されている。
観光資源の開発については，わが国が地形，地質，火山，気候などの諸条件によって，
非常に優れた観光資源を有しているにも拘らず，近年の商業主義的観光事業によって美し
い自然が致命的損傷を受けている事実を指摘し，観光開発の根本的あやまりを是正する必
要性を主張する。筆者によると，観光開発の絶対必要条件とは①自然観の保全，②親光客
の過密利用排除，③清潔な環境の保持，④静寂な環境の保持というが，具体的にはどうい
う措置をとればよいのであろうか。実効のある策を述べてほしかった。
n 日本の国土開発は総論と各論に分けられ，総論では戦前戦後の国土開発の推移と
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展望を検討し，各論では全国を8プロックに分轄して総合開発の現状と問題点を追ってい
る。
まず，総論における戦前の地城開発計画であるが，これには（イ）資源開発，（口）都市計画，
Vヽ ）国土計画の三つの流れがあるとし， 資源開発の代表的計画としては， 「北海道拓殖計
画」と「東北振興計画」をあげ，都市計画には「東京市区改正条例（明治21年）」と「都市
計画法（大正8年）」，国土計画には「国土計画設定要綱」と「中央計画素案」を指摘し，
内容の紹介をおこなっている。
戦後の地域開発の項では，食糧増産と戦災の復興に重点をおいた「復興国土計画要綱
（昭和21年）」を皮切りに，「国土総合開発計画（昭和25年）」にもとず<'地域開発第1期
の「特定地域総合開発計画」，第2期の「太平洋ベルト地帯構想」と「地方開発促進法」，
第3期の「全国総合開発計画（昭和37年）」と「新産業都市建設促進法（昭和37年）」など
の理念と関連諸事業が検討されているほか，工業と人口の先進地域への集中，過疎現象，
地域格差など国土開発の動向と展望に関ずる論及がみられる。
各論においては，北海道，東北，関東，中部，近畿，中国，四国，九州の8地方の総合
開発が，いずれも(1限状と問題点， (2)開発計画 (3)進捗状況と展望，の 3つの項目にわけ
て考察されているが，各地方とも開発の特徴がうまく指摘されている。例えば，北海道に
ついてみると，①現状と問題点としては， 開拓100年のあゆみ， 人口移動と都市化，所得
と産業構造，寒冷にいどむ農業，開発の不十分な林業，伸びの低い工業，R開発計画とし
ては，主として戦後に焦点があてられ，第1期総合開発計画，第2期総合開発計画，新産
都市道央地区の建設，産炭地城振興基本計画など，⑧進捗状況と展望では，主として各開
発計画の実績と現況が検討されている。他の7地方についてもほぼ同様の手法で論考がお
こなわれる。
直 国土の防災と保全は， (1)日本の自然災害， (2)防災と国土の保全， (3)日本の公害と
その対策，の3つの項目に分けて考察される。日本の自然災害では，わが国が世界有数の
天災国であるのは，日本が， ①アジア大陸の東側に弧状に位置し， 気象変化の激しいこ
と，R環太平洋地震帯・火山帯に存在し，地震の影響を直接こうむること，のために，自
然災害を多く発生するのだとし，わが国に発生する複雑多岐な自然災害を，（イ）気象災害，
（口）地震・火山・地すべり災害， Vヽ ）海の災害に分けて，写真，地図，グラフ，統計などの豊
富な資料を引用しながら，分析をおこなっている。
防災と国土の保全は，自然災害の防止対策の推移を遠く古代にまでさかのぽって考察
し，防災のあり方を追求している。
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日本の公害とその対策では，人的災害としての公害の発生の背最を分析するとともに，
その対策を種類別に検討している。著者は，戦後の異常な設備投資技術革新とエネルギ
ー革命，都市計画のたちおくれ等を検討して公害発生の要因を，設備投資と公共社会投資
との不均衡に求めているが，公害問題の背景は，こうしたたんなる技術的問題として片付
けてよいのであろうか。筆者にはもっと経済の本質に根ざす問題，いいかえれば体制にか
かわる問題であると思われるのだが。また著者の考えは，公害対策についてもよくあらわ
れており，大気汚染，水質汚濁農薬禍，騒音，振動等の根本的解決がいずれも除害技術
の確立にあるとしている点で多くの疑問をのこしている。
w 国土開発の未来像は， (l国土開発のビジョン， (2)国土開発と日本の未来像，の二部
に分れ，前者は世界的視野からみた国土開発のビジョン一般の問題を対象とし，後者は国
土の狭い日本の国土開発のあり方と未来像を検討している。
①国土開発のビジョンでは，まず国土開発の目的が問われる。著者によると，国土開発
は，人生の目的を充分に達成する手段であり，具体的には，個人としては快適な生活と子
孫の繁栄，家族としては平和な生活と家系の永続，国家としては自国の繁栄と将来の発展，
世界としてはすべての国家の繁栄と世界平和を達成するための資源の開発と保全でなけれ
ばならないという。そして，国土の開発と資源の保全に失敗した国が，如何にもろく滅亡
し，国土の開発と資源の保全に成功した国がどんなに急速な発展を遂げてきたかを，古代
オリエントから現代アメリカにいたるまでの国家の盛衰を例証として平易な文章で説明さ
れている。
R国土開発と日本の未来像では，狭小な国土を十分に生かすことに焦点をあわせ，世界
でもまれにみる経済発展の持続条｛牛と国土保全策を考える。著者は，自然資源の保全にし
ても，過密過疎の解消・克服にしても根本的に解決不可能なものは少ないとして，目を深
刻な後進国問題に向けているが，果してわが国の国士開発の矛盾は容易に解消されるであ
ろうか。安易な展望は，国家百年の計を誤まることになりかねない。
本書は，多くの専門家の論文を集めた論文集の形式をとっているために，各章各節によ
って視点の相異があり，思想的統一はみられない。したがって筆者は各章各節の主たる問
題点を簡単に紹介するという方法をとったが，本書の課題に興味をもつ学生諸君は詳細に
かつ批判的に読むことをおすすめたい。
（誠文堂新光社， 1968年7月刊， B5判， 352ペー ジ， 3,000円） ―-小杉毅—-
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